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1. はじめに 

 スポーツは今日,単なる肉体的表現活動やイベントと

いう領域にとどまらず,これにメディア媒介機能が伴っ

て,エンターテイメント性の強い「コンテンツ」を生み出

す源泉となっている（金山勉，金山智子；デジタル時代

のスポーツオンライン戦略，スポーツ産業学研

究,Vol.13,No.1,pp.53-64,204.）.そのためスポーツは映

像コンテンツを提供する企業,とりわけ放送事業者にと

ってキラーコンテンツとして認識されており（スポーツ

白書,SSF 笹川スポーツ財団,pp141,2006）,近年スポー

ツコンテンツの獲得競争はメディアの存亡を左右する

ほどになった（辛坊治郎，TV メディアの興亡，第三刷,

集英社，pp.110-118,2004）.現在日本の放送事業者や通

信事業者はプロスポーツ球団をグループ会社や子会社

化しスポーツコンテンツを保有するという手段をとっ

ている.一方で，インターネットを利用するサービスとし

て,音声や映像を提供するストリーミングという先進の

マルチメディア技術が誕生するとともに,課題であった

伝送速度の問題も,２００５年６月末現在,高速大容量

のブロードバンド・インターネットサービスが

全国の４０％を超える世帯に普及したことによ

り解決した.さらに,インターネット利用者の急

激な増加によりインターネットが広告媒体とし

ての価値を高め,ついにラジオの総広告費を抜

き,既存のマスメディアを脅かすようになった. 
2. 研究目的 
 現在映像コンテンツを提供する企業,とくに放

送事業者は,放送メディア以外にインターネット

というメディアを開拓する必要性と,保有してい

るスポーツコンテンツを活用する機会に直面した.
このことはスポーツコンテンツにとってもインタ

ーネットという新しいメディアのなかでどのよう

な価値を獲得できるかの試験段階を迎えたといえ

る.本研究は,このような背景の中２００５年から

２００６年にかけて,民間放送業者が開設した映

像コンテンツ配信サイトの事例研究を通して,イ
ンターネットによる映像配信という新しいビジネ

スモデル黎明期のスポーツコンテンツ配信の傾向

を調査し,インターネットというメディアにおい

てのスポーツコンテンツの可能性を考察すること

を目的とする. 
3. 研究方法 

 全国ネットを持つ日本の代表的なテレビ局（キー局）

が運営する動画配信サイトにおけるスポーツコンテン

ツを扱った動画を網羅し,スポーツ種目・配信の形態・動

画の内容・課金システムなどを比較することで傾向を明

らかにし,今後の問題点を考察する. 

4. 結果と考察 

  2006年１２月２０日現在,キー局の動画配信サイト上

で視聴可能な動画は各局合計１７番組６６１本であった.

動画ジャンル別にみると「試合中継」が最も多く,「ハイ

ライト集」,「記者会見」,「放送終了後のトーク」が次い

で多く見られた.スポーツ種目による番組数比較では,「サ

ッカー」が最も多く,次いで「モータースポーツ」,「競馬」

が多かった.また,球技種目のうち４９％がアマチュアスポ

ーツの試合中継であった.これらの結果から,現状として

「キー局が保有するスポーツコンテンツを十分に活用し

きれていない」,「費用対効果の高い地上波放送番組収録

時の映像を再利用したものが多く,番組の熱烈なファン以

外には魅力が乏しい」,「放送権料が安く一定のファンを

安定して保有するアマチュアスポーツコンテンツが多い」

といった傾向があることがわかった.以上から,今後スポー

ツコンテンツのネット配信においては,現在実現できてい

ないサービスとして「アーカイブの活用」,「オリジナル

コンテンツの制作」,「広告収入の増加」などの実現が課

題となると考えられる. 


